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国民健康保険税が軽減 
後期高齢者医療保険料率が決定 

市地域子育て支援センター 
「つぼみ」 

水鳥 

八重桜まつり 

ひまわりバス運行開始!!
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ふるさと納税 

協働のまちづくり 

まちの話題 

Information

さわやかさん、表紙の裏側　ほか 



日
本
の
さ
く
ら
名
所

　

日
本
の
さ
く
ら
名
所　

選
地
・
静

選
地
・
静

１００１００

峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
八
重
桜
ま
つ
り

峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
八
重
桜
ま
つ
り

が
４
月

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
開

が
４
月　

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
開

１７１７

催
し
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
か
ら
八
重
桜

催
し
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
か
ら
八
重
桜

と
春
の
彩
り
を
見
せ
ま
し
た
。

と
春
の
彩
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
の

日
、

日
に
は
、

開
催
期
間
中
の　

日
、　

日
に
は
、

１７１７

１８１８

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
の
ラ
イ
ブ
コ
ン

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
の
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
よ

サ
ー
ト
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
水
上
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
ほ

が
水
上
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
ほ

か
、
姉
妹
都
市
の
秋
田
県
横
手
市
か

か
、
姉
妹
都
市
の
秋
田
県
横
手
市
か

ら
は
「
横
手
や
き
そ
ば
」
も
出
店
す

ら
は
「
横
手
や
き
そ
ば
」
も
出
店
す

る
食
欲
を
刺
激
す
る
模
擬
店
な
ど
が

る
食
欲
を
刺
激
す
る
模
擬
店
な
ど
が

立
ち
並
び
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

立
ち
並
び
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

し
た
。

ま
た
、
夢
A
K
A
R
I
の
ラ
イ
ト

　

ま
た
、
夢
A
K
A
R
I
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
か
た
の

ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
か
た
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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式
典
で
は
「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」
の
名
付
け

親
の
ひ
と
り
山
本
樹
理
さ
ん
に
、
感
謝
状
と

記
念
品
が
小
宅
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
市
内
を
運
行
す
る

「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」の
運
転
手
さ
ん
に
花
束
を

贈
り
、
ひ
ま
わ
り
バ
ス
運
行
の
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
出
発
式
を
終
え
た
４
台

の
ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、
利
用
者
を
乗
せ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」は
茨
城
交
通
㈱
に
よ
り

地
区
コ
ー
ス（
全　

コ
ー
ス
）と
循
環
コ
ー
ス

１０

（
全
３
コ
ー
ス
）を
運
行
し
ま
す
。
１
回
の
乗

車
に
つ
き
１
０
０
円
で
ど
な
た
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を

支
え
る
身
近
な
足
と
し
て
、「
ひ
ま
わ
り
バ

ス
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

那
珂
市
の
新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
、

ま
た
市
民
の
足
と
し
て
活
躍
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」（
愛
称
）が

４
月
１
日
か
ら
運
行
開
始
と
な
り
、
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
で
「
ひ
ま

わ
り
バ
ス
出
発
式
」
が
、
任
田
正
史
茨
城

交
通
㈱
取
締
役
副
社
長
（
４
月
８
日
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
）、
小
宅
近
昭
市
長
、

須
藤
博
市
議
会
議
長
な
ど
の
出
席
の
も
と

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
４
台
の
バ
ス
が
登
場
し
、
小

宅
市
長
が
「
マ
イ
カ
ー
中
心
の
車
社
会
の

中
で
、
公
共
交
通
機
関
が
衰
退
し
て
い
ま

す
。
移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
や
学

生
な
ど
の
交
通
弱
者
の
日
常
生
活
の
移
動

手
段
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の
か
た
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

■４０点の応募の中から山本樹理さん（中台）（写真上）
　赤羽和親さん（川崎市）の愛称「ひまわりバス」が選ばれました

■（写真）ひまわりバス・停留所・運転手のみなさん

問い合わせ
企画課公共交通対策室公共交通対策グループ
�２９８－１１１１　内線４３２・４３３



広報なか５月号５

歴史民俗資料館だより

■本殿の彫刻■本殿の彫刻
■写真は■写真は
吽野利一氏撮影　吽野利一氏撮影

■削り取られた■削り取られた
義家像の部分　義家像の部分

　

那
珂
市
内
に
は
、
先
人
が
生
み
だ
し
、

継
承
さ
れ
て
き
た
有
形
・
無
形
の
指
定
文

化
財
が
八
一
件
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

文
化
財
は
、
単
に
優
れ
た
物
と
し
て
価
値

を
見
い
だ
す
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
に

込
め
ら
れ
た
先
人
た
ち
の
熱
い
息
吹
を
も

受
け
と
め
な
が
ら
当
時
の
生
活
の
背
景
に

も
迫
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う

な
意
味
で
、
今
回
の
特
別
企
画
展
で
は
、

単
な
る
文
化
財
の
紹
介
に
止
ま
ら
ず
、

人
々
の
「
暮
ら
し
」
や
「
信
仰
」、「
伝
説

や
伝
承
・
民
話
」、「
水
戸
徳
川
家
ゆ
か

り
」、「
名
品
」、「
巨
樹
」
な
ど
に
込
め
ら

れ
た
文
化
財
を
テ
ー
マ
的
に
分
け
な
が
ら

展
示
す
る
予
定
で
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
の
内
、
特

に
価
値
が
高
く
保
存
の
必
要
性
が
高
い
も
の
は

指
定
文
化
財
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は

神
社
や
寺
院
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ー

ソ
ク
な
ど
火
気
を
扱
う
た
め
に
火
災
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

そ
こ
に
は
、
ご
神
体
や
ご
本
尊
な
ど
を
必
死
に

護
ろ
う
と
す
る
宮
司
や
住
職
た
ち
の
熱
い
使
命

感
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
指
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
文
化
財
と
し
て
の
遺
産
を
保
存
し
継
承
す
る

こ
と
の
難
し
さ
も
存
在
し
ま
す
。
各
家
に
代
々

伝
え
ら
れ
た
も
の
で
も
、
関
心
の
薄
い
世
代
に

と
っ
て
は
無
用
の
長
物
と
な
り
、
損
壊
や
破
棄

さ
れ
る
運
命
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し

て
も
取
捨
選
択
の
吟
味
を
重
ね
な
が
ら
保
存
に

留
意
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
意
識
的
に
破
壊
さ
れ
た

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
源
義
家
伝
説
も
あ
り
、

葦
毛
馬
を
神
体
と
す
る
南
酒
出
の
駒
形
神
社
、

春
の
大
祭
に
は
「
駒
形
馬
」
と
称
さ
れ
る
衣
装

美
々
し
く
飾
っ
た
馬
に
乗
っ
た
参
拝
者
で
賑
わ

う
こ
と
で
有
名
で
し
た
。
こ
の
神
社
の
本
殿
に

は
立
派
な
浮
彫
の
大
彫
刻
が
三
面
あ
り
ま
す
。

一
面
は
竜
宮
城
、
他
の
二
面
は
八
幡
太
郎
義
家

関
連
で
す
。
裏
面
に
は
「
安
永
十
年
（
１
７
８

１
）
府
中
住
嶋
村
伊
三
�
好
寛
」
と
あ
り
ま
す
。

嶋
村
好
寛
は
、
幕
府
の
御
用
勤
の
傍
ら
、
成
田

山
新
勝
寺
三
重
塔
や
雨
引
観
音
や
稲
敷
市
大
杉

神
社
、
桜
川
市
椎
尾
薬
王
院
三
重
塔
な
ど
に
彫

刻
し
た
江
戸
時
代
の
彫
物
大
工
嶋
村
家
の
門
人

で
、
鷲
子
山
上
神
社
本
殿
な
ど
に
彫
刻
し
た
府

中
嶋
村
系
の
一
人
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
指
定
文

化
財
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
内
に
お
い
て
は

他
に
類
を
見
な
い
貴
重
な
彫
り
物
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
源
義
家
が
彫
ら
れ
て
い
る
二
面

の
義
家
像
の
部
分
が
、
写
真
に
見
る
よ
う
に
削

ら
れ
黒
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
二

〇
年
の
敗
戦
後
、
連
合
国
軍
司
令
部
が
発
し
た

神
道
指
令
に
よ
り
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
的
色

彩
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
た

だ
し
、
進
駐
軍
が
駒
形
神
社
に
直
接
指
示
し
た

形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
社
の
武
人
の
彫
刻

も
、
司
令
の
方
針
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
当
時
の
宮
司
は
じ
め
総
代
た
ち
が
い

ち
早
く
削
り
取
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

敗
戦
を
味
わ
っ
た
当
時
の
人
々
の
恐
怖
心
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
文
化
財
被
害
の
一
例
で
す
が
、
こ

の
駒
形
神
社
本
殿
の
彫
刻
は
一
部
欠
損
し
て
い

る
と
は
い
え
貴
重
な
作
品
で
も
あ
り
、
ま
た
歴

史
的
意
味
が
付
加
さ
れ
た
文
化
財
と
し
て
も
価

値
の
あ
る
も
の
と
思
え
ま
す
。

（市指定文化財　子持ち勾玉（高野氏館跡出土））
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「
那
珂
市
指
定
文
化
財
写
真
・
パ
ネ
ル
展
」

「
那
珂
市
指
定
文
化
財
写
真
・
パ
ネ
ル
展
」

���

歴
史
民
俗
資
料
館

７
月　

日（
土
）〜
９
月
５
日（
日
）

１７

市
内
の
国
・
県
・
市
指
定
文
化
財
を
紹
介

〜
県
内
で
も
希
少
な
「
子
持
ち
勾
玉
」
も
初
見
参
〜

■講演会のご案内■

展示講演会　「大般若経信仰の世界」
　日　時　８月８日（日）
　　　　　９：３０～１１：３０
　会　場　那珂市中央公民館講座室
　講　師　歴史民俗資料館長　仲田昭一
　　　　　学芸員　　　　　　中嶋圭子
　参加費　無料
　定　員　４０名
　�申 　�問 　歴史民俗資料館　�２９７－００８０



６

○
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

【
例　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
】

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

【
例　

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
】

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
か
た
で

す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
な

ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
軽
減
は
、

前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の
１
０
０
分
の

　

と
み
な
し
て
行
い
ま
す
。

３０
○
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期

間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中
で

就
職
し
て
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

な
ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終

了
し
ま
す
。

○
制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平
成　
２１

年
３
月　

日
以
降
）
に
離
職
さ
れ
た
か

３１

た
は
、
平
成　

年
度
に
限
り
国
民
健
康

２２

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保

２１

険
税
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
は

　

対
象
外
で
す
か
？

■
軽
減
額
は
？

■
軽
減
期
間
は
？

■
対
象
者
は
？

◎
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
保
険
課
へ

申
請
が
必
要
で
す
。
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
２
月　

日
開
催
の
平
成

２２

１７

　

年
第
１
回
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医

２２療
広
域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成　

年
度
お
よ
び
平
成　

年
度
の

２２

２３

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が
次
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
お
よ
び
平
成　

年
度

２２

２３

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
は
、
前

年
度
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
保
険
料
額
に

２２

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
７
月
中
旬

２２

以
降
に
送
付
さ
れ
る
「
平
成　

年
度　

２２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

均
等
割
額　

３
７
、４
６
２
円

所
得
割
率　

７
・　

％
６０

※
保
険
料
率
は
県
内
一
律
と
な

り
、
医
療
費
の
動
向
等
を
ふ
ま

え
て
２
年
ご
と
に
見
直
し
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
課　

保
険
・
年
金
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
・
１
４
４
）
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広報なか５月号７
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那
珂
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
つ
ぼ
み
」
に
、「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
ペ
ー
ス
」
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
度
の
新
規
事
業
「
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン
」
は
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ス
ペ
ー
ス
で
実
施
し
ま
す
。

　
「
つ
ぼ
み
」
の
室
内
は
、
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
と
あ
そ
び
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
親
と

子
そ
し
て
子
ど
も
同
士
で
ふ
れ
あ
え
る
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
リ
ズ
ム
の
広
場
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

等
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
つ
ぼ
み
」
で
は
、
子
育
て
に

つ
い
て
悩
み
を
お
持
ち
の
か
た
の
相
談
に

も
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
、「
つ
ぼ
み
」
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い

や
友
だ
ち
遊
び
を
と
お
し
た
健
や
か
な
子

育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　

◆
新
規
事
業「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」

　

を
実
施
し
ま
す
！

■多目的スペース・あそびのスペースで親子遊びや友だちづくりをしよう�

備　考場　所日　時対象内容事業名

該当するかたには
個別通知します　菅谷保育所（小ホール）

【５月】①２２日②２９日
【７月】①１７日②２４日
【１１月】①２０日②２７日
【２月】①５日②１９日

２歳６～
８か月児
と親

「親子で遊ぼう」
と講話（①子育て
②発達・保健）

子育て教室

有料（保険・教材
費）／要登録／８
月は休み／全小学
校区が対象

①ふれあいセンターよこぼり
（額田学童保育所）②ふれあい
センターよしの③ふれあいセ
ンターごだい④中央公民館⑤
菅谷西学童保育所

週２回開催（５～２月）
９：３０～１１：３０

①②③会場は火・木曜日
④⑤会場は水・金曜日

３歳児親子
学区を中心に
仲間づくりを
しよう！

フレンドリー
保育

無料

地域子育て支援センター
「つぼみ」

月～金曜日
９：００～１７：０００歳児から

の未就学前
児とその親

情報交換の場や
親子遊びの場を

提供

あそびの
広場

つどいの
広場 本米崎学童保育所火・水・木曜日

９：００～１４：００

無料／直接会場ま
でお越しください
／専任講師が指導
します

菅谷保育所（大ホール）
５月１３日、６月１０日、７月８日、
９月９日、１０月１４日　　　　　

１０：３０～１１：００
２・３歳児
親子が中心
（未就学児
なら可）

親子リトミック
リズムの
広場

地域子育て支援センター
「つぼみ」

５月３１日、１１月１５日、１２月６日、
１月１７日、２月７日、３月１１日　

１０：００～１０：４０

親子・大人
エアロビクス

無料／お父さんと
未就学児が参加し
てください

菅谷保育所（所庭）第２・４土曜日
９：３０～１１：３０

２歳児前後
からの
父と子

お父さんの
保育を応援！

父と子の
広場

無料地域子育て支援センター
「つぼみ」

４月１２日、５月１０日、６月１日、
７月１日、８月２日、９月１日、
１０月４日、１１月１日、１２月１日、
１月１１日、２月１日、３月１日、

１１：００～１１：２０

１歳児位
からの親子

「保育所の先生と
遊ぼう！」

公立保育所保育士が
親子遊びなどを展開

親支援保育
（子育ち・
親育ち）

お子様の年齢に該
当する日にご参加
ください

地域子育て支援センター
「つぼみ」

【０歳児】　４月２６日、９月２７日
【１歳児】　５月２４日、１０月２５日

他の月も実施日あり

０・１歳児
と母親

「○歳児をつれたママ」
子連れママのおしゃべ
りタイム、子育ての悩
み発散や情報交換に　

おしゃべり
サロン

主な子育て支援事業（平成２２年度）

問い合わせ　那珂市地域子育て支援センター「つぼみ」　�２９５－７９３４

※上記は概要と予定を示したものです。詳細は、市地域子育て支援センター「つぼみ」までお問い合わせください。



８

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�

　

平
成　

年
２
月
、
３
月
に
市
内
８
地
区
９
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

２２

に
お
け
る
地
区
説
明
会
」
の
中
で
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

� � � � �

【
回　

答
】

　

現
在
の
区
長
制
度
で
は
、
正
副
区
長
に

役
割
が
集
中
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
負
担

が
大
き
く
、
そ
の
た
め
、
地
域
の
自
主
的

な
活
動
に
手
が
回
り
に
く
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
組
合
（
班
）
に
入

る
方
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
中
、
こ
の

制
度
の
ま
ま
で
は
地
域
社
会
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い

く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
こ
と
は
自
ら
が
考
え
行
動
す

る
「
自
治
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
民
主
的

な
運
営
が
図
ら
れ
る
新
し
い
市
民
自
治
組

織
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

幅
広
い
世
代
の
地
域
住
民
や
市
民
活
動

団
体
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
特
定
の
役

員
へ
の
負
担
集
中
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
加

え
て
多
く
の
市
民
が
地
域
の
運
営
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
へ
の
問
題
意
識

が
高
ま
り
、
今
ま
で
以
上
に
効
果
的
に
問

題
解
決
が
図
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
と
協
働
し
て
い
た
だ
く
主
な
パ
ー
ト

ナ
ー
は
、
市
民
自
治
組
織
と
市
民
活
動
団

体
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
と

協
働
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
地
域
社
会
）
に
お
け
る
組
織
体
制

の
強
化
が
必
要
で
、
そ
れ
が
自
治
組
織
制

度
に
移
行
す
る
目
的
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
回　

答
】

　

近
隣
で
は
、
日
立
市
、
水
戸
市
、
ひ
た

ち
な
か
市
、
東
海
村
が
自
治
組
織
と
な
っ

て
い
ま
す
。
水
戸
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、

日
立
市
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
中
で

も
日
立
市
は
先
進
例
と
し
て
全
国
的
に
も

有
名
で
す
。
東
海
村
は
、
区
を
自
治
会
に

移
行
し
て
４
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

他
に
は
、
県
南
地
域
の
龍
ヶ
崎
市
が
あ

り
ま
す
。
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�
� 問

い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

　
　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
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◇
◇
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◇
◇
◇
◇
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＊
昨
年　

月
に
市
が
策
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働

１２

の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
お
よ
び
、
本
年
３
月
に
制

定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

基
本
条
例
」
は
那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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寄
付
金
の
う
ち
５
、０
０
０
円
を
超
え
る
額
が
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
で
は
所
得
控
除
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
住
民

税
に
つ
い
て
は
、
税
額
控
除
方
式
に
よ
り
、
お
お
む
ね
個
人
住
民

税
所
得
割
の
１
割
を
限
度
と
し
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、
確
定
申
告
ま

た
は
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
本
年　

月
ま
で
に
行
う
寄
付

１２

は
、
平
成　

年
分
の
所
得
税
お
よ
び
平

２２

成　

年
度
分
の
個
人
住
民
税
が
軽
減
の

２３
対
象
で
す
。

◎
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
か
た
っ
た
詐
欺
行
為

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

寄
付
の
お
申
し
込
み
の
な
い
か
た
へ
払
込

書
を
送
付
し
た
り
、
請
求
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

��������	
��
���������

　平成２２年度は、以下の５つの事業を実施する際の財源とさせていただいており、
ご寄付いただく際に、使い道をお選びいただけます。

��������	
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��������	
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��������	
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��������	
��
��

　「ふるさとづくり寄付」をされる場合には、事前に郵送またはFAXにより「寄付申込書」をお送りくだ
さい（寄付申込書は那珂市ホームページ（ふるさと納税のコーナー）にもあります）。折り返し、必要な
書類をお送りしますので、最寄の金融機関等で寄付金の払い込みをしていただきます。なお、現金書留
による送金や、那珂市役所に直接お持ちいただいても結構です。
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【
平
成　

年
９
月
〜
平
成　

年
３
月
】

２１

２２

先
�　
亨　
様
（
千
葉
県
（
出
身
地
・
静
））

 

５
０
、０
０
０
円

大
和
田　
泰
夫　
様
（
宮
城
県
）

 

５
０
、０
０
０
円

匿　

名 

１
０
０
、０
０
０
円

　

皆
様
の
善
意
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
２
９
８
・
１
１
１
１

�
�
�
�
�
�
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�
	


�

　

財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ
（
内
線
５
２
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
６
５
）

寄付金のうち35,000円が軽減されます 

（年収700万円・個人住民税所得割30万円） 
40,000円を寄付した場合 

控除対象外 
5,000円 

所得税からの控除 
3,500円 

特例控除は住民税所得割の１割が上限 

住民税からの控除31,500円 
（基本控除額3,500円 
＋特例控除額28,000円）  

���������������	


����������	�
�
���������	���������
　「那珂市で生まれ、育った」、「那珂市で遊び、学んだ」など、那珂市に
ご縁のあるかた、「八重桜がすばらしい」、「ひまわりがきれいだった」、
「毎年白鳥を見に行っている」など、那珂市に愛着を持っているかた、
皆様の「ふるさと」那珂市を応援していただけないでしょうか？
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３
月　

日
、
瓜
連
中
学
校
屋
内

２７

運
動
場
の
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
旧
屋
内
運
動
場
は
、
昭
和　
４１

年
度
に
建
設
さ
れ
て
か
ら　

年
以

４０

上
が
経
過
し
、
老
朽
化
と
耐
震
面

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
屋

内
運
動
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
一
部
鉄
骨
平
屋
建
て
。
述
べ

床
面
積
約
１
５
９
０
�
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
２
面
が
と
れ
る
ア
リ
ー

ナ
部
分
と
武
道
場
、ス
テ
ー
ジ
な
ど

が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
皆

さ
ん
の
、
体
育
の
授
業
や
部
活
動

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

五
台
地
区
（
田
向
区
、
後
台
三

区
、
東
木
倉
区
）
の
３
地
区
で
３

月
に
そ
れ
ぞ
れ
自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
時
に

地
域
が
協
力
し
て
自
主
的
な
防
災

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
被
害

の
拡
大
防
止
や
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。
組
織
の
結
成

に
当
た
り
、
各
地
区
で
は
必
要
な

防
災
資
機
材
の
整
備
、
区
内
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
を
実
施
し
、
今
後

の
地
域
で
の
防
災
活
動
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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４
月
３
日
、「
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
周
知
県
下
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
出
発
式
を

中
央
公
民
館
で
行
い
、
全
国

交
通
安
全
運
動
の
周
知
お
よ

び
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
そ
の
後
那

珂
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
主
催

に
よ
る
、「
新
入
学
児
童
交
通
安
全

の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
一
年
生
は
、
交
通
安
全
教
室
や

交
通
安
全
ア
ニ
メ
映
画
上
映
等
に

よ
っ
て
、
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を

学
び
ま
し
た
。
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４
月
６
日
か
ら　

日
の　

日

１５

１０

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
、
小
宅
市
長
は
８
日
、

交
通
関
係
団
体
、
水
戸
農
業
高
等

学
校
の
生
徒　

人
と
一
緒
に
那
珂

２９

警
察
署
、
ら
ぽ
ー
る
前
で
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交

通
安
全
だ
よ
り
等
を
配
布
し
、
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
な
ど
を
呼
び
か

け
、
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。



広報なか５月号１１
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４
月
４
日
、
文
洞
溜
池
周
辺

で
、
恒
例
の
観
桜
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
の
会
を
契

機
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
の
活
性
化
、
三
世
代
交
流
を
図

ろ
う
と
、
地
元
こ
ど
も
会
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
ワ
ー
キ
ン
グ
委

員
会
に
よ
っ
て
共
同
開
催
さ
れ
、

焼
き
そ
ば
、
綿
菓
子
な
ど
が
振
舞

わ
れ
た
ほ
か
、
輪
投
げ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

咲
き
始
め
た
桜
の
下
、
あ
ち
こ

ち
で
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
大
き
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

那
珂
よ
さ
こ
い
連
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
「 
天  
藍 
」
発
表
会
が
、
４
月　

日
、

て
ん 
ら
ん

１１

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
か
ら
市

外
に
も
活
躍
の
場
を
広
げ
続
け
る

那
珂
よ
さ
こ
い
連
は
、
結
成
か
ら

６
年
目
。
メ
ン
バ
ー
が
デ
ザ
イ
ン

し
た
新
し
い
衣
装
を
身
に
ま
と
っ

て
、
那
珂
の
素
晴
ら
し
い
情
景
を

表
現
し
、一
糸
乱
れ
ぬ
キ
レ
の
あ
る

演
舞
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
キ
ッ
ズ
チ
ー
ム
も

誕
生
し
、
こ
れ
か
ら
も
那
珂
市
に

元
気
な
風
を
巻
き
起
こ
し
ま
す
。
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海
野
靖
仁
さ
ん（
南
酒
出
）が
２

月　

日
、県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

２８
催
さ
れ
た「
第　

回
茨
城
県
健
康

１４

福
祉
祭　

い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
文

化
祭
」【
わ
く
わ
く
美
術
展
書
の
部
】

表
彰
式
に
お
い
て
茨
城
県
知
事
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
作
品
は
、

隷
書
体
に
よ
る「
五
言
絶
句
」で
す
。

定
年
後
、趣
味
の
書
道
教
室
で
書
道

を
習
得
す
る
海
野
さ
ん
。
受
賞
に

つ
い
て
は
「
夢
の
よ
う
で
す
」、
書

道
の
練
習
時
間
を
伺
う
と
「
毎
日

６
時
間
は
書
道
に
励
ん
で
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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平
成　

年
４
月
か
ら
社
会
福
祉

２０

協
議
会
が
指
定
管
理
者
の
委
託
を

受
け
て
約
２
年
、
し
ど
り
の
湯
保

養
セ
ン
タ
ー
が
４
月　

日
、
来
場

１１

者　

万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

１０

　

記
念
す
る　

万
人
目
と
な
っ
た

１０

の
は
、
毎
週
頻
繁
に
ご
利
用
さ
れ

て
い
る
常
陸
大
宮
市
の
金
子
典
子

さ
ん
。
小
宅
市
長
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
、「
偶
然
と
は
い
え
と
て
も

幸
運
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
い
こ

と
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
」
と
、
金

子
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。



１２

３月１５日～４月１４日（敬称略）
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���������	
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木村　純 ４，４００円
海野　實 ３，２００円
野木　利三郎  １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

土金木水火月日

５４３２１
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３０２９２８２７

休館日

��������
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� 人の動き �

那珂市の人口（４月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６４６人 （＋６）
　女　　　２８，４６４人 （－１０）
　計　　　５６，１１０人 （－４）
世帯数　　２０，７６５世帯 （＋４１）

○出生　４６人
○死亡　３６人

（３月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，６０４人

　（平成２２年３月末現在・
 前月比２８人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億６，９１４万円

　（平成２２年３月・
 前月比２，４１８万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○軽自動車税 全期

納期限：５月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

　広報なか４月号２３Ｐ市職員の人事
異動の記事中【産業部】参事並びに
環境安全課は【市民生活部】の誤り
です。

おわびと訂正

��������	
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　子どもたちの登下校時の交通
事故を少しでも減らしたいと３
月３０日、ひたちなか農業協同組
合から交通安全帽子５９３個の寄
付をいただきました。交通安全
への思いを込め、新入学児童全
員に配布しました。

��������	
��


��������	


��������

　３月３１日、常陽銀行菅谷支店
と瓜連支店の両支店長から、子
どもたちを犯罪から未然に防ぐ
ために、地域に役立ていただき
たいとの申出から、防犯ブザー
５４０個の寄付をいただきました。
このブザーは新入学児童全員に
配布しました。



広報なか５月号１３

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／６月１５日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／６月１１日（金）※受付は先着順
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市役所（本庁）　５階会議室
相談内容／人権を侵害されている問題

や家庭内のもめごとなど
相談員／人権擁護委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／６月２日（水）、９日（水）、
　　　　　１６日（水）、２３日（水）、
　　　　　３０日（水）
　　　いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

法律相談

６日　瓜連慶友整形外科 （古徳）
�２９６－１１１６

１３日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
�２９５－５３８６

２０日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
�３５３－２８１１

２７日　なかむら内科・泌尿器科クリニック
 （飯田）

�３５３－２３１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

��������

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

人権相談を開設します
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　４月１２日、ひたちなか農業協
同組合から、小学生向け補助教
材「農業とわたしたちのくらし」
の贈呈がありました。この教材
は、子どもたちが食・環境と農
業への理解を深めるきっかけと
なることを願い作成されまし
た。

　平成２２年４月１日から署所在地、中台
駐在所、横堀駐在所が統合し「後台交番」
となりました。
【後台交番の概要】

○住所　那珂市後台４０１８
○担当区域

菅谷、杉、竹ノ内１丁目～４丁目、福
田、上河内、後台、津田、豊喰、中台、
西木倉、東木倉、堤、向山、横堀

問い合わせ／後台交番　�３５３‐０１１０

��������	
�



１４
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■材料（４人分）
キムチ ………………………………３００ｇ　　
しいたけ ……………………………５～６枚
おから ………………………………１００ｇ　　
はんぺん ……………………………２枚　　
豚ロース薄切り肉 …………………６枚　　
卵 ……………………………………３個　　
ごま油 ………………………………大さじ２
塩 ……………………………………適量　　
こしょう ……………………………適量　　
サラダ油 ……………………………適量　　
※大根おろし、ポン酢等はお好みで

■作り方
【具を作る】
①キムチは細かく刻んでおく
②しいたけは石づきを取りスライスする
③ごま油で①②を炒め、さらにおからを加え
てよく炒めておく。

④はんぺんは三角に半分にし、間に切り込み
を入れて袋にし、③の具を詰める

⑤豚肉３枚を並べて、塩、こしょうをして③
の具を入れて巻く

⑥卵３個をボールに割りほぐし、塩こしょう
をして、オムレツのように中に③の具を入
れて焼く

⑦フライパンに油を敷き④⑤の両面を焼く
⑧それぞれを食べやすい大きさに切って、盛
り付ける

�������
����������

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■お子様にはキムチを入れずに、おから煮
だけでも同様においしくいただけます。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

戸多（子供食部会）

寺門ゆきゑさん

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
員
の
中
か
ら

市
長
が
選
任
し
た
石
川
憲
男
監
査
委
員
が
退
任

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な
委
員
と
し
て
助

川
則
夫
さ
ん
（
戸
）
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て

市
長
か
ら
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
は
、
公
正
で
効
率
的
な
行
政
を
確

保
す
る
た
め
、
市
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な
事

業
や
財
政
援
助
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
の
事

業
が
、
経
済
的
、
効
率
的
、
効
果
的
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
財
務
会
計
事
務

が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
、

市
長
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
【
任
期：

平
成　

年
３
月　

日
〜

２２

２３

 

平
成　

年
３
月
９
日
】

２４

■助川則夫さん■助川則夫さん

������������
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■農業委員の皆さん（小宅市長、寺門副市長を囲んで）■農業委員の皆さん（小宅市長、寺門副市長を囲んで）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
綿
引
光
男
委
員
（
菅
谷
）
が

任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
市
議
会
の
同
意
を
得
て
市

長
か
ら
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
市
長
と
は
独
立
し
た
、
中
立

的
・
専
門
的
な
立
場
で
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

に
関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
す
る

た
め
の
行
政
委
員
会
で
す
。

【
任
期：

平
成　

年
４
月
１
日
〜

２２

 

平
成　

年
３
月　

日
】

２５

３１
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■綿引光男さん■綿引光男さん
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◆選挙による委員　※【　】内は選挙区
　【神崎】武藤一雄（本米崎）、大森健一（杉）
　【額田】加藤守正（額田南郷）、加藤�（額田北郷）
　【菅谷】加藤昭（菅谷）、吉原誠一（福田）
　【五台】峯島智之（後台）、坂場光男（中台）
　【戸多】渡邊浩（戸）、根本衛（大内）
　【芳野】大和田捷司（飯田）、吽野達一（鴻巣）、　
　　　　　寺門政一（戸崎）
　【木崎】中崎はる子（鹿島）、飯村孝至（南酒出）
　【瓜連】小澤喜一（瓜連）、萩野谷俊一（瓜連）、
　　　　　眞�孝昭（静）、鈴木孝雄（中里）
◆議会推薦による委員
　坂本克則（豊喰）、竹林則男（菅谷）、
　水野一男（戸）、萩野谷榮（鹿島）
◆JA推薦による委員　雨川和幸（堤）
◆土地改良区推薦による委員　�畠保男（飯田）
　
◎会長　吉原誠一　　○会長職務代理者　加藤守正

　

農
業
委
員
会
は
、
公
職
選
挙
法
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
た
選
挙
に

よ
る
委
員
と
農
業
団
体
や
市
議
会
推
薦
に
よ
る
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
る
市
町
村
の
行
政
機
関
で
す
。

　

３
月　

日
、
任
期
満
了
に
伴
う
那
珂
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

１４

が
行
わ
れ
、
次
の
か
た
が
農
業
委
員
に
当
選
・
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

�����������������������



広報なか５月号１５

菅
谷 

森
戸　
　

璃
空 

淳

横
堀 

増
子　
　

�
音 

信
志

菅
谷 

山
�　
　

茉
音 

真
吾

菅
谷 

澤
畠　
　

優
斗 

寿
治

竹
ノ
内 

齋
藤　
　

陽
向 

良
純

向
山 

小
澤　
　

悠
菜 

康
博

杉 

千
葉　
　

琉
聖 

剛

戸
崎 

桧
山　
　

奏
音 

裕
一

菅
谷 

諸
藤　
　

由
美
子 

慎
一

飯
田 

野
上　
　

天
音 

一
浩

菅
谷 

大
曽
根　

佑
樹 

哲
也

門
部 

�
木　
　

蒼
太 

拓
也

菅
谷 

深
谷　
　

六
花 

悠
太

菅
谷 

野
口　
　

佳
吾 

雅
則

菅
谷 

深
谷　
　

春
綺 

昌
広

菅
谷 

岡
田　
　

正
宗 

鐘
秀

中
台 

大
山　
　

琥
太
郎 

慎
也

東
木
倉 

奥
山　
　

穂
花 

明

平
野 

河
野　
　

梨
々
香 

秀
樹

戸
崎 

大
河
原　

詩
子 

努

竹
ノ
内 

篠
原　
　

紀
桜 

弦
一
朗

菅
谷 

綿
引　
　

颯
雅 

竜
二

菅
谷 

阿
久
津　

亜
弥 

誠

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

中
里 

萩
野
谷　

清 

　

歳
８６

菅
谷 

瀬
谷　
　

節
子 

　

歳
７７

瓜
連 

千
葉　
　

み
ち
子 

　

歳
７３

後
台 

山
田　
　

ち
よ
の 

　

歳
９１

額
田
北
郷 

富
岡　
　

幸
子 

　

歳
７５

鴻
巣 

�
畑　
　

道
雄 

　

歳
８２

菅
谷 

河
野　
　

か
ね 

　

歳
１０１

瓜
連 

寺
門　
　

か
し
こ 

　

歳
９７

飯
田 

鈴
木　
　

よ
し
の 

　

歳
９７

中
台 

橋
本　
　

あ
さ 

　

歳
８６

中
台 

菊
池　
　

ひ
て 

　

歳
８７

飯
田 

浅
川　
　

朝
� 

　

歳
９７

瓜
連 

佐
藤　
　

志
津
子 

　

歳
１００

額
田
北
郷 

鈴
木　
　

八
千
代 

　

歳
９４

戸
崎 

栗
林　
　

ち
よ 

　

歳
８０

福
田 

桐
原　
　

和
夫 

　

歳
８３

中
台 

安　
　
　

操 

　

歳
８４

後
台 

鶴
田　
　

喜
世
� 

　

歳
９０

瓜
連 

小
橋　
　

司
農
夫 

　

歳
８１

菅
谷 

�
岡　
　

君
枝 

　

歳
８７

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

加
藤　
　

冴 

進
太
郎

菅
谷 

安　
　
　

悠
斗 

雅
之

菅
谷 

内
田　
　

萌
笑 

公
平

菅
谷 

疋
田　
　

笑
理 

克
彦

鴻
巣 

川
口　
　

桜 

誠

菅
谷 

柏　
　
　

悠
太 

繁
樹

後
台 

深
田　
　

莉
緒 

慶
太

額
田
南
郷 

住
谷　
　

天
使 

政
博

豊
喰 

大
和
田　

聡 

信
弥

本
米
崎 

佐
川　
　

心
優 

正
�

菅
谷 

戸
�　
　

翔
愛 

幸
裕

南
酒
出 

池
島　
　

輝 

智

菅
谷 

後
藤　
　

暖
馬 

直
樹

菅
谷 

佐
藤　
　

勇
斗 

寛
行

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

後
台 

鈴
木　
　

文
夫 

　

歳
７２

本
米
崎 

海
老
澤　

哲
夫 

　

歳
９２

額
田
南
郷 

岡
�　
　

謙
三 

　

歳
８０

菅
谷 

大
谷　
　

留
之
介 

　

歳
８５

後
台 

末
永　
　

忠
博 

　

歳
６１

中
台 

名
田
部　

� 

　

歳
６５

菅
谷 

袴
塚　
　

六
郎 

　

歳
７６

杉 

海
野　
　

八
重 

　

歳
８５

菅
谷 

阿
部　
　

利
男 

　

歳
８５

額
田
南
郷 

萩
谷　
　

か
ね 

　

歳
９７

菅
谷 

�
木　
　

健
太
郎 

　

歳
７３

後
台 

寺
門　
　

利
雄 

　

歳
７７

下
大
賀 

岡
�　
　

慶
次 

　

歳
８９

菅
谷 

大
畠　
　

カ
ツ 

　

歳
９０

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

の
ど
け
し
や
那
珂
の
大
河
の
遥
か
よ
り 

秋　

野　

三　

峰

茶
摘
み 
女 
の
話
し
一
際
賑
や
か
に 

井　

坂　

光　

位

め

散
る
花
を
踊
ら
す
如
く
宮
太
鼓 

眞　

�　

一　

耕

森
閑
と
梅
の
襖
の
峡
部
落 

長
谷
川　

和
希
子

八
溝
嶺
へ
伸
ば
す
正
条
田
植
か
な 

鈴　

木　

三　

風

北
帰
行
真
近
白
鳥
飛
び
交
え
り 

栗　

原　

冨　

久

雨
二
夜 
撫 
で
て
ふ
く
ら
む
猫
柳 

堀　

口　

泉　

流

ぶ

若
き
友
無
口
ほ
ぐ
れ
る
桜
花 

飯　

島　

カ
チ
子

松
島
や
春
の
か
も
め
と
船
の
上 

塙　
　
　

静　

風

春
探
る
旅
情
ふ
く
ら
む
鞄
提
げ 

栗　

原　

三　

枝

大
方
は
刈
り
倒
さ
れ
て
野
火
走
る 

木　

内　

晴　

絵

山
あ
い
の
カ
ッ
コ
ウ
鳴
き
て
岩
清
水 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】那珂短歌会

い
さ
か
い
の
後
の
ち
い
さ
き
闇
映
し
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
食
卓
に
あ
り 

池　

田　

美
代
子

虫
と
て
も 
季 
待
つ
心
は
同
じ
ら
し
春
の
陽
射
し
に
亀
虫

と
き

 
蠢 
く 

赤　

塚　

満　

夫

う
ご
め

張
り
詰
め
た
ロ
ケ
ッ
ト
型
の
果
皮
押
せ
ば
く
る
り
弾
け
ぬ
カ
タ
バ
ミ
の
種 

川　

上　

恵
美
子

継
ぎ
あ
て
の
ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
繋
ぎ
着
て
ス
キ
ー
す
る
子
に
夕
陽 
耀 
う 

 
中　

崎　

美
登
利

か
が
よ

問
い
た
れ
ど
返
ら
ぬ
父
の
背
を
押
せ
ば
頬
に
つ
き
た
る
桜
は
な
び
ら 

武　

田　

八
重
子

散
り
初
む
る
桜
巨
木
の
も
と
に
寄
り
ひ
と
り
つ
ぶ
や
く
西
行
の
歌 

草　

野　
　
　

豊

新
し
き
学
生
服
の
か
け
て
あ
り 
十
二
歳 
の
孫
の
成
長
は
や
し 

梅　

沢　

悦　

子

じ
ゅ
う
に

車
椅
子
夫
の
押
し
ゆ
く
山
道
は
春
の
陽
だ
ま
り
愛
の
温
も
り 

大　

森　
　
　

満

ビ
ル
の
角
曲
が
れ
ば
見
え
る
青
空
の
下
に
つ
ら
な
る
桜
満
開 

塙　
　
　

紀　

子

噴
水
の
ほ
と
り
に
ミ
モ
ザ
の
花
明
り
わ
ず
か
な
風
が
黄
の
い
ろ
揺
ら
す　
　

桐　

原　

富
貴
子

�
�
�
�



　静峰ふるさと公園で４月１７日か
ら５月５日まで開催された八重桜
まつりにおいて、１７日、１８日、２９
日には毎回好評を博している夢
AKARIによるライトアップが行わ
れました。 

　夢AKARI実行委員会は夢・感動・
明日への元気づくりを皆さんに届
けるため活動を続け、今回は公園
内に約５０００個のAKARIを燈し、
薄紅色の桜と調和した見事な光景
を作り上げました。 

印刷／いばらき印刷株式会社 
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